
北
山
一
揆
　
に
　
つ
　
い
　
て

は

　

じ

　

め

　

に

後

　

　

呂

　

　

忠

北
山
一
揆
は
、
熊
野
一
揆
と
も
紀
州
一
揆
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
揆
は
、
〓
ハ
一
四
（
慶
長
十
九
）
年
十
二
月
に
、
紀
州
北
山
郷
や

大
和
国
北
山
郷
の
土
豪
や
農
民
が
お
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
一
揆
に
つ
い
て
は
、
伊
東
多
三
郎
氏
や
林
基
氏
、
速
水
融
氏
、
秋
永
政
孝
氏
、
永
島
福
太
郎
氏
ら
の
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
参
照
に
し

つ
つ
、
一
揆
の
原
因
や
経
過
、
結
果
、
意
義
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
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一
一
揆
の
起
因

一
揆
の
起
因
に
つ
い
て
、
伊
東
多
三
郎
氏
は
「
奥
熊
野
そ
の
他
中
央
権
力
の
浸
透
す
る
こ
と
の
遅
っ
た
山
間
部
で
は
、
（
中
略
）
新
領
主
を
送

迎
し
っ
ゝ
各
地
の
土
豪
的
勢
力
は
な
は
根
強
く
残
り
、
若
し
領
主
の
施
政
に
満
足
せ
ず
し
て
自
己
の
地
位
と
利
益
と
を
擁
護
せ
ん
と
す
る
か
、
又

は
領
主
の
支
配
を
排
除
し
て
自
家
勢
力
の
伸
長
を
計
ら
ん
と
す
る
場
合
、
何
等
か
の
機
会
が
与
へ
ら
れ
～
ば
、
直
に
一
揆
的
形
態
に
凝
集
し
得
る



宴
力
を
持
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
普
然
考
へ
ら
れ
る
。
況
や
秀
吉
の
南
征
以
後
、
或
は
本
質
を
離
れ
、
或
は
山
間
に
蟄
居
し
て
、
一
朝
事
あ
る
日
を
待

つ
蓉
族
が
多
か
っ
た
か
ら
、
中
央
集
権
に
対
す
る
反
曝
た
る
土
豪
蜂
起
の
危
険
は
な
お
山
間
僻
地
に
幡
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
ア
且
と
し
て
、
奥
熊
野

の
に
残
る
旧
土
豪
の
反
抗
と
と
ら
え
て
い
る
。
な
お
「
蜂
起
の
直
接
の
誘
因
は
、
大
坂
方
の
策
動
で
あ
っ
て
、
昔
時
、
大
阪
城
中
で
は
時
世
に
不

安
を
持
つ
牢
大
群
を
盛
に
糾
合
す
る
と
共
に
、
又
寄
手
の
後
方
撹
乱
を
計
り
、
大
和
、
和
泉
、
紀
伊
の
華
族
を
煽
動
し
た
が
、
こ
の
策
が
大
に
効

を
奏
し
て
、
和
歌
山
の
浅
野
氏
の
大
坂
進
撃
を
控
制
し
た
も
の
が
紀
伊
の
一
揆
で
あ
プ
且
と
し
て
、
直
接
の
起
因
を
大
坂
方
の
策
動
と
し
て
い
る
。

林
基
氏
は
、
「
熊
野
一
揆
の
場
合
に
は
大
坂
の
役
と
い
う
政
治
的
危
機
を
つ
か
ん
だ
点
と
党
的
団
結
の
残
存
も
あ
っ
た
ら
し
い
節
も
あ
る
が
、

こ
れ
ば
か
り
で
な
く
大
将
津
久
な
る
も
の
は
勝
利
し
た
暁
に
は
『
其
村
田
畑
山
林
等
夫
々
に
各
々
配
分
し
与
ふ
べ
し
』
と
予
約
し
た
と
云
わ
れ
る

の
は
、
こ
の
遅
れ
た
地
域
に
あ
っ
て
も
農
民
の
問
に
自
営
農
化
へ
の
動
向
が
や
は
り
駿
々
と
し
て
進
ん
で
お
り
、
農
奴
主
た
ち
は
、
新
し
い
封
建

勢
力
に
対
す
る
自
己
の
反
革
命
的
な
闘
争
に
、
農
民
の
革
命
的
要
望
を
利
用
せ
ん
と
す
る
た
く
み
な
戦
術
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
省
一
と
し
て
、
農

奴
主
が
農
民
を
利
用
し
て
お
こ
し
た
一
揆
で
、
大
坂
の
役
を
契
機
に
一
揆
を
お
こ
し
た
と
し
て
い
る
。

速
水
融
氏
は
「
近
世
初
期
ま
で
強
く
残
っ
た
土
豪
層
に
と
っ
て
浅
野
氏
の
入
部
は
決
し
て
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
特
に

検
地
や
家
数
改
を
通
じ
て
土
豪
層
の
小
領
主
的
権
利
が
否
定
さ
れ
た
事
、
逆
に
彼
等
が
『
本
百
姓
』
身
分
と
し
て
新
し
い
領
主
に
対
す
る
年
貢
と

賦
役
負
担
者
た
る
の
刻
印
を
押
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
等
が
農
民
と
し
て
領
主
の
下
に
完
全
に
服
従
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
事
を
物
語
る
も
の
で

あ
っ
た
。
（
中
略
）
こ
の
様
に
、
旧
土
豪
層
は
浅
野
氏
入
国
以
後
、
次
第
に
不
満
を
蓄
積
し
っ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
爆
発
し
、

領
主
に
対
す
る
反
抗
運
動
の
型
を
と
る
に
は
、
何
等
か
の
直
接
的
な
誘
因
が
必
要
で
あ
っ
た
。
慶
長
十
九
年
十
月
に
始
ま
る
大
坂
役
は
彼
等
に
と
っ

て
反
抗
を
起
す
べ
き
絶
好
の
枚
会
と
な
っ
－
色
と
し
て
、
旧
土
豪
層
の
不
満
が
大
坂
の
役
を
契
機
に
爆
発
し
た
と
し
て
い
る
。

永
島
福
太
郎
氏
は
「
僧
兵
や
山
伏
だ
っ
た
祖
先
の
威
勢
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
の
だ
し
、
近
世
封
建
領
主
を
進
駐
軍
と
み
な
し
て
そ
の
退
去
を
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ね
が
う
村
民
感
情
に
さ
さ
え
ら
れ
て
軍
を
お
こ
し
ふ
色
と
し
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
浅
野
氏
と
い
う
新
し
い
封
建
権
力
の
支
配
に
対
す
る
旧
土
豪
層
の
反
抗
が
大
坂
の
役
を
契
機
に
爆
発
し
た
の
が
北
山
一
揆
と

し
て
い
る
。
私
も
基
本
的
に
は
こ
れ
ら
の
説
に
異
見
を
さ
し
は
さ
む
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
大
和
や
紀
州
の
北
山
郷
に
は
、
旧
来
の
土
豪

が
根
強
く
残
存
L
へ
新
し
い
封
建
領
主
の
支
配
に
対
し
て
抵
抗
を
示
し
て
い
た
。
「
和
州
吉
野
郡
北
山
上
組
百
人
御
抽
役
由
緒
井
来
歴
覚
」
に
依

れ
ば
、
文
禄
検
地
の
折
、
八
嶋
久
兵
衛
が
検
地
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
北
山
郷
へ
来
た
が
「
面
々
ノ
所
持
ノ
畑
屋
敷
ニ
テ
ワ
ズ
カ
ニ
公
方
様
ヨ
リ

講
ケ
申
サ
ザ
ル
所
領
ニ
テ
候
へ
バ
検
地
請
申
ス
ベ
キ
様
無
之
候
其
ノ
上
年
貢
二
的
ム
ベ
キ
モ
ノ
コ
レ
ナ
キ
故
何
分
ニ
モ
講
申
事
罷
り
成
ラ
ズ
申
切

侯
テ
強
儀
二
打
申
候
故
縄
引
棒
打
ノ
者
共
散
々
打
榔
イ
タ
シ
猪
又
詮
議
侯
ハ
ハ
打
果
気
勢
ニ
テ
銘
々
ノ
弓
鉄
砲
其
ノ
外
兵
器
ヲ
構
マ
ヘ
ス
ワ
ト
云

ハ
ハ
打
チ
掛
カ
ル
体
二
相
見
工
申
候
二
付
是
非
ナ
ク
此
節
パ
オ
帰
リ
ナ
サ
レ
」
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
北
山
郷
民
が
検
地
の
強
行
に
抵
抗
し
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
（
そ
の
後
、
検
地
は
実
施
さ
れ
た
が
、
年
貢
は
材
木
を
も
っ
て
代
納
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
）
。
速
水
融
氏
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
紀
州
北
山
郷
で
も
検
地
反
対
の
一
揆
が
お
こ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
和
州
で
も
紀
州
で
も
新
し
い
封
建
支
配
に
対
し
て
多
く
の
農
民
が
反
抗
し
て
い
た
こ
と
や
、
北
山
一
揆
の
際
に
は
三
千
名
あ
ま
り

の
農
民
が
参
加
し
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
北
山
一
揆
は
、
単
に
土
豪
が
反
抗
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
多
数
の
農
民
も
反
抗
し
て
一
揆
を

お
こ
し
た
こ
と
を
も
っ
と
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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二
　
一
揆
の
首
謀
者
と
参
加
者

北
山
一
揆
の
状
況
を
知
る
史
料
と
し
て
は
、
「
北
山
一
揆
之
記
」
「
北
山
一
揆
等
取
集
書
付
」
「
和
州
北
山
一
揆
次
第
」
「
異
本
北
山
一
揆
物
語
」



「
自
得
公
済
美
録
」
「
紀
伊
国
一
揆
成
敗
村
数
覚
書
」
「
北
山
一
揆
物
語
」
な
ど
が
あ
る
。

右
の
史
料
の
う
ち
多
く
は
、
『
和
歌
山
県
史
』
近
世
史
料
三
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

「
自
得
公
済
美
録
」
（
以
下
「
済
莫
録
」
と
略
す
）
に
は
、
「
慶
長
十
九
年
甲
寅
紀
伊
国
一
揆
快
事
　
十
二
月
十
二
日
、
北
山
紀
領
吉
野
大
和
国

辺
之
在
々
大
坂
之
催
促
二
応
じ
、
公
大
坂
御
出
陣
披
遊
候
隙
を
相
伺
一
揆
を
起
し
、
人
数
三
千
計
二
両
四
方
よ
り
新
宮
衷
取
掛
候
」
と
あ
り
、

「
北
山
．
一
揆
之
記
」
に
は
、
「
北
山
一
揆
ノ
起
ハ
慶
長
十
九
年
寅
十
月
ノ
比
北
山
組
三
相
ノ
内
二
河
井
村
二
山
室
ト
云
者
ア
リ
、
彼
者
大
坂
ヨ
リ
ノ

内
意
ヲ
以
テ
一
族
ヲ
語
ラ
ヒ
一
揆
ノ
企
ヲ
ナ
ス
、
依
之
大
峯
釈
迦
力
嵩
ヨ
リ
一
里
サ
カ
リ
善
鬼
ノ
津
久
ト
云
者
山
室
二
同
心
ス
、
其
外
堀
内
将
監
、

中
村
某
、
小
中
某
同
意
ス
、
以
上
五
入
同
シ
ク
大
坂
へ
参
り
一
揆
ノ
評
定
相
究
ル
由
、
右
山
室
・
津
久
・
城
内
・
中
村
か
小
中
ハ
世
二
所
謂
五
鬼

ト
云
是
ナ
リ
、
其
内
大
坂
ヨ
リ
北
山
へ
帰
り
一
揆
ノ
色
ヲ
立
テ
愈
近
郷
ノ
在
々
馳
催
シ
進
ム
ル
ハ
山
室
・
津
久
両
人
ナ
リ
、
残
り
三
人
ハ
大
坂
二

止
ル
」
（
「
北
山
一
揆
等
取
集
書
付
」
や
「
北
山
一
揆
物
語
」
も
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
一
揆
は
、
大
坂
方
の
催
促
（
或
は
内
意
）
に
よ
っ
て
お
こ
さ
れ
た
と
い
う
。

〓
ハ
一
四
（
慶
長
十
九
）
年
十
月
大
坂
冬
の
陣
が
お
こ
り
各
地
か
ら
志
を
得
て
い
な
い
地
侍
や
牢
人
が
多
数
大
坂
城
に
あ
っ
ま
っ
て
き
た
。
山
室

ら
も
大
坂
方
の
さ
そ
い
を
受
け
て
集
ま
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

．
・
『
上
北
山
村
の
歴
史
』
に
よ
る
と
、
山
室
の
名
は
「
川
合
村
文
禄
検
地
帳
」
に
「
山
む
ろ
彦
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
、
堀
内
将
監
は
、
堀
内
若
狭

の
一
党
、
津
久
は
鬼
継
、
小
中
英
は
鬼
介
と
さ
れ
、
・
五
人
と
も
修
験
者
で
あ
っ
て
地
侍
的
性
格
を
も
つ
北
山
谷
の
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
．

「
北
山
一
揆
之
記
」
に
は
、
山
室
以
下
五
人
を
「
五
鬼
」
と
さ
れ
セ
い
る
が
、
五
鬼
と
は
、
鬼
介
・
鬼
継
・
鬼
熊
・
鬼
童
・
鬼
上
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
津
久
と
小
中
某
以
外
は
五
鬼
か
ど
う
か
が
疑
わ
し
い
。
な
お
、
首
謀
者
は
山
室
と
か
津
久
と
さ
れ
て
い
る
が
、
永
島
福
太
郎
氏
は
、
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『
下
北
山
村
史
』
に
お
い
て
、
神
上
村
の
堀
内
大
学
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
か
れ
は
、
文
禄
検
地
の
あ
と
新
宮
城
主
と
な
り
、
関
ケ
原
の
戦
に
敗

れ
て
改
易
さ
れ
た
堀
内
氏
房
の
一
族
と
み
ら
れ
、
「
紀
伊
国
一
揆
成
敗
村
数
覚
書
」
に
「
去
年
よ
り
大
坂
へ
罷
越
北
山
組
在
々
へ
触
状
を
廻
し
、

一
揆
起
さ
せ
申
才
覚
仕
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
浅
野
考
譜
」
に
依
る
と
、
「
熊
野
新
宮
ノ
者
共
大
坂
為
二
一
味
一
長
居
窺
二
出
陣
ノ
隙
一
起
二
一
揆
一
長
居
長
臣
浅
野
右
近
力
居
城
新
宮
ノ

城
ヲ
攻
破
ン
ト
ス
右
近
ハ
長
居
供
シ
テ
住
吉
二
在
右
近
力
城
代
戸
田
六
左
衛
門
尉
勝
直
守
レ
之
然
処
自
二
大
坂
一
大
野
道
犬
斉
内
通
シ
テ
新
宮
ノ

地
士
湊
宗
左
衛
門
津
守
輿
兵
衛
ト
云
者
ヲ
差
越
撤
二
吉
野
熊
野
豪
士
五
鬼
瑠
㌣
モ
前
鬼
高
三
凶
賊
起
t
二
揆
二
二
千
余
攻
二
新
宮
ノ
城
ヲ
一
」

と
あ
り
、
一
揆
の
首
謀
者
は
前
鬼
の
五
鬼
の
は
か
に
、
湊
宗
左
衛
門
や
津
守
与
兵
衛
ら
も
あ
げ
て
い
る
。
湊
宗
左
衛
門
は
「
紀
州
湯
河
中
島
郷
の

人
と
も
新
宮
郷
の
地
箆
と
も
い
わ
れ
る
。

三
千
人
あ
ま
り
の
一
揆
勢
は
新
宮
城
を
お
そ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
新
宮
城
は
、
和
歌
山
城
主
浅
野
但
馬
守
長
農
、
新
宮
城
主
浅
野
右
近

大
夫
忠
言
が
大
坂
冬
の
陣
へ
出
陣
し
て
留
守
で
、
新
宮
城
は
城
代
戸
田
六
左
衛
門
が
守
っ
て
い
た
。

襲
撃
に
際
し
て
首
謀
者
は
、
村
々
の
百
姓
に
対
し
て
「
今
度
大
坂
ノ
一
乱
二
付
但
馬
守
泉
州
迄
出
張
シ
、
夫
ヨ
リ
大
坂
表
へ
駈
向
フ
由
、
然
レ

ハ
和
歌
山
こ
そ
勿
論
田
辺
新
宮
共
二
士
ヒ
亦
ハ
町
人
二
至
ル
マ
テ
、
墓
々
シ
キ
者
有
へ
カ
ラ
ス
、
此
時
節
何
レ
モ
志
ヲ
励
シ
口
々
ヨ
リ
取
懸
ケ
ハ

安
々
ト
新
宮
ヲ
可
攻
取
事
必
定
ナ
リ
、
比
度
利
運
ヲ
得
ル
ニ
於
テ
ハ
其
村
山
林
田
畑
等
ソ
レ
！
1
ニ
各
へ
配
分
シ
与
フ
へ
キ
ナ
リ
、
本
ヨ
リ
新
宮

【
〃

領
分
ハ
此
津
久
支
配
敦
へ
キ
也
、
何
方
ノ
村
里
ニ
テ
モ
此
義
二
同
意
無
之
者
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
重
テ
身
上
ノ
大
事
目
ノ
前
ナ
り
亡
と
い
っ
て
一
揆
へ

の
参
加
を
勧
誘
し
た
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
百
姓
た
ち
は
「
風
二
随
フ
草
木
ノ
如
ク
何
レ
モ
発
ト
同
意
ス
、
故
二
津
久
弥
威
風
強
ク
、
勢
ヒ

盛
ン
ニ
］
な
っ
た
と
い
う
。

一
揆
に
加
わ
っ
た
村
々
は
、
「
紀
伊
国
一
揆
成
敗
村
数
覚
書
」
に
依
る
と
次
の
村
々
で
あ
っ
た
。
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入
鹿
ノ
内
…
…
‥
1
大
乗
栖
村
、
丸
山
村
、
・
板
屋
村
、
小
栗
栃
村
、
玉
井
口
村

北
山
ノ
内
…
…
…
赤
木
村
、
長
尾
村
、
平
谷
村
、
尾
川
村
、
長
井
村
、
粉
所
、
大
野
村
、
神
ノ
上
村
、
長
原
村
、
柳
谷
村
、
高
原
村
、
下
尾
井

（
晩
カ
）
　
　
（
股
カ
）

村
、
小
松
村
、
小
森
村
、
桃
崎
村
、
大
井
谷
村
、
赤
蔵
村
、
和
田
村
、
寺
谷
村
、
大
役
村
、
小
投
村

・
尾
呂
志
ノ
内
…
…
坂
本
村
、
上
野
村
、
片
川
村
、
栗
椿
村
、
川
瀬
村
、
矢
野
川
村
、

紀
州
関
係
は
全
部
で
三
十
二
か
村
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
大
和
国
北
山
郷
四
か
村
の
二
〇
〇
人
ば
か
り
加
わ
っ
て
．
一
揆
の
総
勢
は
約
三
、
′
〇
〇
〇

人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

永
島
福
太
郎
氏
は
、
大
和
国
の
「
北
山
の
土
豪
ら
が
、
こ
の
一
揆
に
共
謀
し
た
の
は
事
実
だ
っ
た
。
し
か
し
、
五
鬼
は
と
も
か
く
、
一
般
に
は

共
謀
と
い
う
く
ら
い
の
こ
と
で
行
動
を
お
こ
す
ま
で
に
は
な
お
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
そ
の
真
相
で
あ
ろ
・
且
と
い
っ
て
い
る
が
、
果
し

て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
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三
　
新
宮
城
攻
撃

′
．

二
揆
勢
の
新
宮
城
攻
撃
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
主
に
「
北
山
一
揆
之
記
」
の
記
事
か
ら
述
べ
て
み
よ
う
。

こ
の
記
事
は
「
異
本
北
山
一
揆
物
語
」
と
は
ぽ
同
様
で
あ
り
、
「
済
美
録
」
の
記
事
と
も
よ
く
符
合
し
て
信
用
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
・

．
新
宮
城
代
戸
田
六
左
衛
門
は
、
前
日
（
十
二
月
十
一
日
）
に
一
揆
蜂
起
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
青
木
小
兵
衛
を
組
頭
に
し
て
四
、
五
十
人
の
も
の

に
鉄
砲
を
持
た
せ
、
、
尾
呂
志
の
風
伝
野
で
l
揆
勢
と
戦
っ
た
が
、
．
多
勢
に
無
勢
で
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
一
揆
勢
の
侵
入
に
そ
な
え
て
、
町

の
所
々
に
棟
を
設
け
た
り
、
庄
屋
の
妻
子
を
人
質
に
と
っ
た
り
ハ
船
と
い
う
船
は
す
べ
て
城
ぎ
わ
ま
で
引
き
上
げ
た
り
し
た
。
・



い
っ
ぽ
ケ
、
一
揆
勢
は
、
大
里
村
ま
で
兵
を
す
す
め
尾
呂
志
辺
の
土
豪
や
百
姓
た
ち
を
味
方
に
ひ
き
入
れ
る
と
と
も
に
、
大
里
村
の
公
儀
蔵
の

米
を
手
中
に
し
た
。
ま
た
、
新
宮
方
の
動
勢
を
探
索
す
る
た
め
に
二
名
の
斥
候
を
鮒
田
村
へ
つ
か
わ
し
た
と
こ
ろ
、
新
宮
方
に
見
つ
け
ら
れ
二
人

は
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
桔
㌣
二
年
÷

一
揆
勢
は
こ
の
事
態
を
鮒
田
村
の
も
の
が
新
宮
方
に
密
告
し
た
か
ら
だ
と
考
え
、
鮒
田
村
を
追
求
し
た
。

．
鮒
田
村
で
は
、
庄
屋
の
庄
七
・
勘
七
を
一
揆
方
に
つ
か
わ
し
、
そ
れ
は
事
実
無
根
で
あ
る
と
弁
明
す
る
と
と
も
に
、
「
も
し
合
戦
に
際
し
、
一

揆
勢
が
川
を
渡
ふ
た
め
に
材
木
を
筏
に
組
ん
で
お
き
ま
す
」
と
か
「
兵
糧
米
を
用
意
し
ま
す
」
と
か
口
か
ら
出
ま
か
せ
の
こ
と
を
の
べ
て
や
っ
と

難
を
の
が
れ
た
。
と
こ
ろ
が
新
宮
方
で
は
、
紺
田
村
が
一
揆
勢
の
陣
小
尾
に
利
用
さ
れ
る
の
を
お
そ
れ
て
、
村
中
を
焼
き
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
揆
勢
は
、
大
里
村
、
高
岡
村
を
出
て
、
川
（
現
在
の
熊
野
川
）

の
牛
鼻
ま
で
出
て
、
紺
田
村
の
庄
屋
が
約
束
し
た
船
檻
、
筏
橋
を
さ

が
し
た
が
、
そ
れ
は
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、
仕
方
な

く
川
を
へ
だ
て
て
新
宮
方
と
鉄
砲
で
打
ち
合
っ
た
。
一
揆
勢
が
新
宮

城
の
近
く
ま
で
お
し
寄
せ
た
の
は
、
一
六
一
四
（
慶
長
十
九
）
年
十

二
月
十
二
日
で
あ
っ
た
。

′
川
を
へ
だ
て
て
の
合
戦
で
は
、
新
宮
方
は
人
数
を
一
人
で
も
多
く

見
せ
よ
う
と
し
て
、
町
中
の
も
の
を
川
原
に
か
り
出
し
た
。
こ
の
と
l

き
、
浄
円
房
の
女
房
が
、
竹
百
本
を
切
ら
せ
、
そ
れ
に
角
l
　
取
紙
を
つ

け
て
、
一
人
に
一
本
づ
つ
持
た
せ
、
敵
一
人
で
も
川
を
越
え
さ
せ
た



な
ら
ば
舌
を
か
み
き
れ
と
い
っ
て
激
励
し
、
人
々
は
そ
の
勇
気
に
舌
を
ま
い
た
と
ヤ
っ
。

そ
の
こ
ろ
、
城
代
の
戸
田
六
左
衛
門
は
、
成
林
寺
と
い
う
禅
寺
で
碁
を
打
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
、
家
来
が
「
敵
が
攻
め
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
川

を
越
え
て
攻
め
寄
せ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
っ
て
注
進
し
た
が
、
．
城
代
は
碁
を
打
ち
な
が
ら
「
大
川
が
あ
る
か
ら
越
え
て
く
る
こ
と
は
あ
る
ま

い
」
と
い
っ
て
腰
を
上
げ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
う
ち
、
新
宮
方
の
尾
鷲
の
杉
野
長
左
衛
門
が
関
船
一
般
に
百
人
を
の
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
鉄
砲
一
挺
を
持
た
せ
て
、
ひ
そ
か
に
陸
に
近
づ
き

川
下
か
ら
火
を
か
け
、
そ
の
間
に
川
を
渡
っ
て
一
致
勢
を
追
い
崩
し
た
。
そ
の
勢
い
に
一
揆
勢
は
た
ま
り
か
ね
、
相
野
口
・
芝
ケ
瀬
さ
し
て
敗
走

し
た
。
ま
た
、
新
宮
の
住
人
榎
本
太
郎
衛
門
の
軍
勢
は
、
小
舟
で
牛
ノ
鼻
へ
か
け
渡
り
材
木
に
火
を
か
け
、
多
数
の
首
級
と
捕
虜
を
得
た
。

そ
の
こ
ろ
、
大
将
の
津
久
は
ま
だ
大
里
村
に
居
た
。
い
よ
い
よ
牛
ノ
鼻
ま
で
出
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
敗
走
し
て
き
た
も
の
ど
も
に
出
逢

い
、
敗
戦
の
報
と
新
宮
が
攻
め
寄
せ
て
く
を
」
と
を
聞
き
、
、
・
乗
物
を
沼
田
に
投
げ
棄
て
北
に
向
っ
て
逃
走
し
た
。
津
久
は
数
日
後
大
峰
の
近
く
の

仙
台
と
い
う
と
こ
ろ
で
餓
死
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

新
宮
城
攻
撃
の
と
き
、
紀
州
の
狭
野
組
・
那
智
組
■
色
川
組
・
太
田
組
・
古
座
組
の
も
の
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
行
動
し
、
新
宮
攻
略
の
後
は

田
辺
か
ら
和
歌
山
ま
で
攻
め
寄
せ
る
と
、
た
が
い
に
約
束
し
て
い
た
が
、
北
山
勢
が
一
日
早
く
行
動
に
移
っ
た
た
め
、
新
宮
城
攻
撃
に
は
参
加
し

な
か
っ
た
と
い
う
。
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四
一
按
の
鎮
圧

．
．

「
済
莫
録
」
に
依
る
と
、
新
宮
方
が
勝
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
は
、
戸
田
六
左
衛
門
か
ら
十
二
月
十
八
日
に
浅
野
忠
言
に
達
し
、
や
が
て
家
康
の



耳
に
も
入
っ
た
。
二
十
日
に
大
坂
冬
の
陣
の
和
議
が
成
立
し
そ
の
日
の
う
ち
に
、
．
一
一
揆
討
伐
の
た
め
熊
澤
兵
庫
直
勝
が
大
坂
か
ら
急
派
さ
れ
た
。

同
月
二
十
四
日
に
は
浅
野
忠
吉
も
帰
城
し
た
。
和
歌
山
城
主
か
ら
、
l
「
北
山
ノ
内
御
領
国
分
皆
不
残
焼
払
ヒ
、
日
工
遮
ル
者
ヲ
ハ
切
取
レ
ト
ノ
御

n
W

車
、
定
テ
大
和
領
奥
北
山
ハ
是
モ
童
テ
御
吟
味
ノ
上
ニ
テ
一
揆
一
味
ノ
者
不
残
御
仕
置
ア
ル
へ
シ
」
と
い
う
き
び
し
い
命
令
が
出
さ
れ
た
。

熊
澤
兵
庫
の
も
と
に
は
、
永
田
正
政
所
、
一
湯
川
五
兵
衛
、
．
塞
本
荒
之
助
、
。
中
川
角
右
衛
門
ら
が
兵
を
率
い
て
従
い
、
一
揆
の
討
伐
に
あ
た
っ
た
。

十
二
月
二
十
七
、
八
日
ご
ろ
に
尾
呂
志
で
人
数
を
そ
ろ
え
、
入
鹿
村
へ
我
先
に
と
入
り
込
み
、
家
々
を
焼
き
は
ら
っ
た
。
・

い
っ
ぽ
う
、
一
揆
方
は
、
大
沼
村
と
竹
原
村
の
問
の
道
の
上
に
大
木
を
仕
掛
け
、
新
宮
方
の
追
討
軍
が
通
る
と
き
縄
を
切
っ
て
大
木
を
落
と
そ

う
と
は
か
っ
た
が
、
事
前
に
新
宮
方
に
知
ら
れ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
・
一

ま
た
、
熊
澤
兵
庫
が
大
沼
村
へ
行
こ
う
と
し
て
、
馬
を
北
山
川
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
五
十
才
ば
か
り
の
夫
婦
を
見
う
け
打
ち
取
ろ
う
と
し
た
が
、

兵
庫
が
甲
胃
を
身
に
つ
け
て
い
た
た
め
逆
に
組
み
し
か
れ
、
女
は
持
ち
出
し
た
松
剖
包
丁
で
兜
の
上
を
叩
き
危
く
な
っ
た
が
、
新
宮
の
住
人
永
田

五
郎
左
衛
門
に
助
け
ら
れ
相
手
の
首
を
討
ち
と
っ
た
。
そ
の
者
の
名
は
「
木
ノ
室
」
「
木
室
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、
一
揆
の
首
謀
者
の
一
人
で

あ
を
山
室
鬼
助
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
北
山
一
揆
は
、
わ
ず
か
二
十
日
足
ら
ず
で
は
ぼ
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
浅
野
の
討
伐
軍
の
残
党
討
伐
は
峻
烈
を
極
め
処
分
は
苛
酷

な
も
の
で
あ
っ
た
。
首
は
よ
く
人
の
見
え
る
所
に
か
け
、
目
鼻
を
そ
ぎ
塩
墳
け
に
し
て
新
宮
に
集
め
目
録
を
つ
く
っ
て
幕
閣
に
報
告
す
る
よ
う
指

示
が
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
追
討
の
手
は
大
将
格
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
一
揆
の
逼
案
内
者
や
連
絡
に
あ
た
っ
た
も
の
、
さ
ら
に
は
そ
の
妻

－27一

子
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。

ま
た
、
「
北
山
一
揆
之
記
」
に
は
次
の
よ
テ
な
残
酷
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二
八
一
五
（
元
和
元
）
年
に
幕
府
か
ら
一
揆
制
圧
の
た
め
城
を
築
く
よ
う
命
令
が
出
さ
れ
、
奉
行
に
藤
堂
和
泉
守
が
任
命
さ
れ
た
。
∵
ほ
ど
な
く



赤
木
村
に
城
が
完
成
す
る
と
、
奉
行
か
ら
村
人
に
、
祝
儀
の
こ
と
ば
を
申
し
上
げ
る
よ
う
御
地
書
が
ま
わ
っ
た
。
村
人
は
何
心
な
く
我
も
我
も
と

城
に
出
向
く
と
、
役
人
は
出
向
い
た
も
の
の
中
か
ら
一
揆
に
加
担
し
た
も
の
を
と
ら
え
て
手
錠
を
か
け
、
赤
木
村
と
大
栗
栖
村
の
間
の
「
タ
ビ
ラ

コ
」
と
い
う
所
へ
連
行
し
て
全
員
斬
首
の
刑
に
処
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
宮
領
と
御
蔵
領
入
鹿
姐
相
野
谷
川
長
筋
の
も
の
で
一
揆
に

加
わ
っ
た
も
の
を
逮
捕
し
、
鵜
殿
村
の
川
原
で
一
々
獄
門
に
か
け
た
と
も
い
う
。

元
和
元
年
六
月
十
日
の
「
紀
伊
国
一
揆
成
敗
村
数
覚
書
」
に
よ
る
と
、
紀
州
領
で
成
放
さ
れ
た
村
数
は
三
十
二
か
村
で
処
刑
さ
れ
た
も
の
は
三

六
三
人
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
後
逮
捕
さ
れ
処
刑
さ
れ
た
も
の
や
、
合
戦
で
戦
死
し
た
も
の
な
ど
を
含
め
る
と
犠
牲
者
は
そ
れ
を
か
な
り

上
回
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
大
和
国
北
山
郷
か
ら
も
「
四
村
之
者
共
弐
百
人
」
が
一
揆
に
加
わ
っ
た
が
、
そ
の
処
分
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
和
国

の
四
か
村
は
天
領
で
小
野
惣
左
南
門
の
支
配
下
に
あ
っ
た
た
め
、
浅
野
氏
も
手
出
し
は
で
き
な
か
っ
た
。
「
済
美
録
」
に
「
（
二
月
九
日
）
吉
野

四
村
よ
り
御
柁
言
申
儀
、
此
方
よ
り
弥
取
合
不
申
侯
由
、
尤
小
野
惣
左
衛
門
某
殿
を
以
御
柁
言
申
由
横
間
、
其
上
二
両
相
済
候
へ
ハ
一
段
能
候
」

と
あ
り
、
吉
野
四
か
村
よ
り
紀
州
藩
に
柁
言
を
入
れ
た
が
藩
は
こ
れ
を
取
り
合
わ
ず
、
代
官
小
野
惣
左
衛
門
に
処
置
を
ま
か
せ
た
と
い
う
方
策
を

と
っ
て
い
る
。
惣
左
衛
門
は
、
庄
屋
・
年
寄
ら
を
下
市
に
呼
び
礼
間
、
惣
左
衛
門
を
通
し
て
浅
野
氏
に
詫
び
を
入
れ
何
と
か
赦
免
し
て
も
ら
っ
た
。

永
島
福
太
郎
氏
は
「
浅
野
氏
も
そ
の
収
拾
を
急
い
で
、
一
揆
の
大
将
の
格
の
追
捕
に
し
ぼ
る
つ
も
り
に
な
っ
た
の
で
、
紀
州
衆
の
逃
げ
こ
み
先
と

な
っ
た
吉
野
四
村
を
追
求
す
る
の
も
さ
し
ひ
か
え
、
北
山
郷
の
赦
免
に
同
意
し
た
。
か
く
て
北
山
郷
か
ら
い
う
と
、
一
揆
の
犯
科
は
う
や
む
や
に

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
五
鬼
な
ど
も
関
所
を
免
れ
て
長
ら
え
た
の
で
あ
缶
と
説
か
れ
て
い
る
。

「
北
山
一
揆
之
記
」
に
も
、
和
州
北
山
郷
の
も
の
ど
も
が
集
っ
て
相
談
し
、
追
及
の
難
を
の
が
れ
る
た
め
に
、
大
将
津
久
の
首
を
進
上
す
る
こ
と

に
な
り
、
池
峰
村
の
小
右
衛
門
に
下
市
の
代
官
所
ま
で
そ
れ
を
持
参
さ
せ
御
褒
美
に
あ
ず
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ー28－



こ
の
ほ
か
、
『
下
北
山
村
史
』
に
は
、
北
山
一
揆
に
際
し
て
へ
池
原
の
住
民
が
代
官
所
側
に
忠
節
を
尽
く
し
た
と
い
う
所
伝
を
の
せ
て
い
る
。

所
伝
と
は
、
′
北
山
の
郷
民
が
一
揆
を
企
だ
て
た
折
、
代
官
小
野
宗
ノ
（
惣
）
左
衛
門
の
家
来
の
手
代
を
殺
そ
う
と
し
た
の
を
池
原
の
村
民
が
助
け
た

と
い
う
の
で
あ
る
・
。
そ
の
行
為
が
神
妙
で
あ
っ
た
と
し
て
、
池
原
の
村
高
二
二
〇
石
余
に
対
す
る
役
儀
を
免
除
L
l

、
材
木
改
め
に
役
人
が
山
に
入

る
時
に
、
数
人
に
鉄
砲
を
持
た
せ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
l
－

と
う
し
た
こ
七
か
ら
考
え
る
と
大
和
領
北
山
郷
の
土
豪
や
百
姓
は
ど
う
も
積
極
的
に
一
揆
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
は
お
い
と
し
て
刑
罰
を
免
か
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
私
は
二
〇
〇
名
も
の
者
が
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
は
！
当
時
の
人
口
比
か
ら
考
え
て
当
初
は
か
な
り
積
極
的
に
参
加
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。
処
刑
者
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
」
こ
れ
は
、
吉
野
四
か
村
が
一
揆
に
積
極
的
に
参
加
し
な
か
っ
た

か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
吉
野
四
か
村
は
大
和
領
で
浅
野
氏
の
追
討
の
手
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
よ
う

に
思
う
。
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五
一
揆
の
性
格
、
意
義

、．1、

北
山
l
揆
は
、
・
和
歌
山
城
は
お
ろ
か
新
宮
城
を
も
攻
略
す
る
こ
と
が
で
書
ず
、
短
時
日
に
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
太
。
林
基
氏
は
、
敗
因
と
し
て
、

「
兵
器
と
軍
事
組
織
と
に
お
い
て
遥
か
に
劣
り
、
且
つ
自
己
の
陣
営
に
は
本
質
上
相
対
立
す
る
要
素
を
ふ
く
み
、
そ
の
一
方
の
要
素
た
る
農
民

階
級
が
な
お
階
級
的
未
成
熟
の
た
め
に
動
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
を
以
て
し
て
は
、
到
底
勝
敗
は
始
め
か
ら
決
せ
ら
れ
て
い
た
の
で

⑰

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
、
狭
野
組
・
．
那
智
組
・
色
川
組
・
太
田
組
・
古
座
組
の
不
参
加
も
一
つ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

同
じ
組
に
属
し
な
が
ら
一
揆
に
参
加
し
な
か
っ
た
村
も
あ
る
し
、
同
じ
村
で
も
二
派
に
分
か
れ
て
争
′
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
一
揆
勢
の
中
で
裏



切
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
三
千
名
と
い
っ
て
も
そ
の
多
く
は
百
姓
で
合
戦
の
経
験
も
乏
し
か
っ
た
し
、
新
宮
城
の
そ
ば
に
は
大
き
な
川
が
あ
り
船

や
筏
が
な
く
て
進
撃
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
敗
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

一
揆
の
意
義
に
つ
い
て
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
伊
東
氏
、
林
氏
、
速
水
氏
の
考
え
を
次
に
の
べ
、
そ
の
あ
と
で
私

の
考
え
て
い
る
こ
と
感
じ
た
こ
と
を
少
し
の
べ
た
い
と
考
え
る
。

伊
東
多
三
郎
氏
は
、
「
こ
の
．
一
揆
は
、
結
果
よ
り
見
る
な
ら
ば
、
土
着
勢
力
を
一
掃
す
る
好
機
会
と
な
り
、
旧
族
の
没
落
離
散
す
る
者
は
多
か
っ

た
。
併
し
な
が
ら
こ
の
後
を
収
拾
し
て
完
全
な
る
地
方
支
配
が
行
わ
れ
る
為
に
は
、
紀
州
藩
の
確
立
過
程
の
一
面
と
し
て
実
施
さ
れ
た
地
士
制
度

㈹

を
得
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
林
基
氏
は
「
彼
ら
が
こ
の
巧
妙
な
戦
術
を
採
用
し
、
そ
れ
が
一
応
成
功
し
得
た
限
り
に
お
い
て
、

岨

熊
野
一
揆
は
、
相
当
多
数
を
動
員
し
新
宮
城
に
迫
っ
て
紀
州
藩
を
震
憾
さ
せ
得
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
速
水
融
氏
は
「
こ
の
一
揆
の
性
格
に
、

（
中
略
）
近
世
後
期
の
百
姓
一
揆
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
農
民
の
経
済
的
要
求
も
な
け
れ
ば
階
級
的
要
素
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
揆
は
土
豪
層

の
新
封
建
領
主
に
対
す
る
『
反
抗
』
で
あ
っ
て
す
ぐ
れ
て
『
政
治
的
』
で
あ
っ
た
言
え
る
。
（
中
略
）
こ
の
一
揆
の
意
義
は
地
域
的
に
限
れ
ば
、

ま
た
そ
の
結
末
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
程
大
き
な
意
味
を
持
た
な
い
様
に
見
え
る
。
し
か
し
、
中
世
や
b
近
世
へ
の
移
行
の
内
に
、
異
質
的
な

政
治
的
社
会
要
素
が
如
何
な
る
形
態
で
反
扱
し
合
い
、
遂
に
は
一
方
が
他
方
を
武
力
を
も
っ
て
壊
滅
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
姿
を
示
す
史
実
と

し
て
、
単
な
る
地
方
的
一
揆
と
し
て
片
附
け
る
事
を
許
さ
な
い
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
（
中
略
）
こ
の
地
方
が
近
世
を
通

じ
て
藩
権
力
に
決
し
て
従
順
で
な
く
、
幕
末
に
お
け
る
騒
動
を
生
み
、
引
い
て
は
明
治
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
大
逆
事
件
の
当
事
者
、
同
調
者
を
多

く
生
ん
だ
の
も
、
こ
の
中
央
か
ら
遠
く
残
さ
れ
た
辺
境
の
『
土
豪
的
性
格
』
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
慶
長
の
こ
の
一
揆
は

0

そ
の
よ
う
な
反
抗
の
先
駆
的
形
態
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
独
り
筆
者
の
患
い
す
ご
し
で
あ
ろ
う
か
」

私
は
、
私
の
祖
先
で
あ
る
百
姓
が
、
た
と
え
土
豪
に
誘
導
さ
れ
た
と
は
い
え
、
あ
の
時
期
に
あ
の
辺
境
地
域
で
、
生
活
の
向
上
を
求
め
て
多
数
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参
加
し
て
一
揆
を
お
こ
し
、
幕
藩
体
制
を
震
憾
さ
せ
た
こ
と
は
少
な
か
ら
ぬ
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
一
揆
は
放
れ
去
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の

精
神
や
行
動
は
、
そ
の
後
の
百
姓
一
揆
に
受
け
つ
が
れ
、
百
姓
一
揆
が
結
局
封
建
社
会
を
崩
壊
さ
せ
る
も
と
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
北
山

一
揆
の
意
義
を
過
小
評
価
で
き
な
い
と
考
え
る
。

お

　

わ

　

日

ソ

　

に

吉
野
郡
下
北
山
村
は
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
北
山
一
揆
に
つ
い
て
は
か
ね
て
か
ら
興
味
を
も
っ
て
い
た
が
、
本
稿
は
、
私

の
研
究
不
十
分
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
研
究
論
文
と
い
う
よ
り
研
究
ノ
ー
ト
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
ま
ず
お
詫
び
し
た
い
。

北
山
一
揆
に
つ
い
て
は
、
そ
の
起
因
も
首
謀
者
も
ま
だ
確
実
に
わ
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
し
、
そ
の
経
過
も
そ
れ
の
も
と
に
な
る
史
料
の
信
憑

性
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
未
見
の
史
料
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
一
揆
の
性
格
や
意
義
に
つ
い
て
も
私
自
身
今
の
と
こ
ろ

ま
だ
十
分
つ
か
ん
で
い
な
い
。
研
究
課
題
は
山
積
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
に
北
山
一
揆
が
潰
滅
し
て
四
か
月
後
、
大
坂
夏
の
陣
を
契
機
に
、
日
高
・
有
田
・
名
草
の
土
豪
を
中
心
に
し
て
お
こ
っ
た
l
揆
に
つ
い
て

も
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
一
揆
に
つ
い
て
は
私
は
ほ
と
ん
ど
研
究
し
て
い
な
い
の
で
今
回
は
剖
愛
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

な
お
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
十
月
一
日
に
、
地
元
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
北
山
一
揆
殉
難
者
供
養
塔
が
田
平
子
峠
に
建
碑
（
碑
文

は
平
八
州
史
氏
の
手
に
な
る
）
さ
れ
点
眼
法
要
が
い
と
な
ま
れ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

最
後
に
、
本
研
究
に
あ
た
っ
て
木
村
博
一
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
面
で
ご
援
助
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
か
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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